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１．はじめに 




















   

















図２ ロール駆動装置の概観 図３ ロール駆動装置と機体模型の風洞




理論解析，CFD 解析，および静的風洞試験結果と比較検証する．風試模型は M2011 Nose-C 形状
であり，舵角はすべてゼロである．ピッチ角 θ を0°, +5°の 2 通りとし，ロール角速度 p は表１の
5 通りとする．通風流速は約 20 m/sec であり，毎回の通風流速を熱線風速計で計測する．各条件
で 3 回ずつ通風計測し，空力係数・微係数について 3 回の平均値と標準偏差を求める．昨年度の
大阪府立大での予備的風試[4]に比較して，今回の風試では電磁的ノイズを低減している． 
３－３．データ解析手法 
θ ≠ 0 の場合にロール角 φ を与えると，迎角 α だけでなく横滑り角 β も生ずる．その換算式は以
下の通りである: 
𝛼 = tan−1 (
cos 𝜑 sin 𝜃
cos 𝜃
) ････････････ (1) 












𝐶𝑙𝑚𝑒𝑎𝑠𝑢𝑟𝑒𝑑 = 𝐶𝑙𝛽𝛽 + 𝐶𝑙𝑝?̂? ････････････ (3) 
𝐶𝑛𝑚𝑒𝑎𝑠𝑢𝑟𝑒𝑑 = 𝐶𝑛𝛽𝛽 + 𝐶𝑛𝑝?̂? ････････････ (4) 
𝐶𝑦𝑚𝑒𝑎𝑠𝑢𝑟𝑒𝑑 = 𝐶𝑦𝛽𝛽 + 𝐶𝑦𝑝?̂? ････････････ (5) 
ここで?̂?は無次元ロール角速度であり，角速度𝑝[rad/sec]，翼幅𝑏[m], 機体固定 X 軸方向の流速
𝑈0[m s⁄ ]およびピッチ角𝜃を用いて以下の式で与えられる[2]: 
?̂? = 𝑝 ∙
𝑏
2𝑈0 cos 𝜃
 ････････････ (6) 
(3)～(5)より，風試によって得られた空力係数は𝛽による成分と?̂?による成分の和となっており，
これらを分離するには次の手順を採る．図４に示すように縦軸：空力係数，横軸：𝛽のグラフを描
き，それらの近似直線を求める．その傾きが𝛽による静的空力微係数(𝐶𝑙𝛽, 𝐶𝑛𝛽, 𝐶𝑦𝛽)である．𝐶𝑙𝑚𝑒𝑎𝑠𝑢𝑟𝑒𝑑, 
𝐶𝑛𝑚𝑒𝑎𝑠𝑢𝑟𝑒𝑑 , 𝐶𝑦𝑚𝑒𝑎𝑠𝑢𝑟𝑒𝑑からこれら静的成分を差し引くと動的成分𝐶𝑙𝑝?̂?, 𝐶𝑛𝑝?̂?, 𝐶𝑦𝑝?̂? が抽出され，これ
を?̂?で除すと動的空力微係数(𝐶𝑙𝑝, 𝐶𝑛𝑝, 𝐶𝑦𝑝)が得られる．この手順によって𝐶𝑙𝛽 , 𝐶𝑛𝛽, 𝐶𝑦𝛽 , 𝐶𝑙𝑝, 𝐶𝑛𝑝, 𝐶𝑦𝑝
の 6 つの空力微係数が推定できる． 
 
表１ 動的風試における有次元・無次元のロール角速度 

























































[3] Yechout, T. R., Morris, S. L., Bossert, D. E., and Hallgren, W. F., Introduction to Aircraft Flight 









図６ 𝐶𝑙𝛽 vs. ?̂? 図７ 𝐶𝑛𝛽 vs. ?̂? 
  
図８ 𝐶𝑙𝑝 vs. ?̂? 図９ 𝐶𝑛𝑝 vs. ?̂? 
 
 
